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私達の暮らしは、道路や橋、上水道や下水道といった様々な「インフラ」に
支えられています。これらがなければ水を飲んだり使ったり、行きたいとこ
ろに行ったり、ほしいモノを運んできてもらったりすること等が全てできな
くなり、私達は今続けている当たり前の暮らしを当たり前に続けていくこと
ができなくなってしまいます。

だからインフラはとても大切…なのですがそんなインフラは年々古くなって
いき、何もしなければそのうち崩れたり壊れたりして使えなくなってしまい
ます。だからインフラは作るだけで無く、修理したり補修したりする維持管
理＝メンテナンスが絶対に必要なのです。それを怠れば、例えば過日の八潮
市の道路陥没事故のような悲惨な事故が起こってしまうのです…。

このフォーラムではそんな状況を踏まえ、維持管理＝メンテナンスを見据え
ながら「インフラの大切さ」を改めて考えようとするもの。是非ともこの機
械に、社会の「縁の下の力持ち」であるインフラについてじっくりと考えて
頂きたいと思います。



インフラの寿命は…

おおよそ50年
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対象：全国の約１万１千個 

（１）トンネル 
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対象：全国の約１万１千個 

（１）トンネル 

 

対象：全国の２メーター以上の７３万橋 

（２）橋 

 

対象：全国の２メーター以上の７３万橋 

（２）橋 

2023 2033 2023 2033

平均「寿命」（50年）を迎えるインフラの割合







典型的な間違った見解

「インフラ老朽化対策は、年間12兆円ものお
金がかかる。でも、そんだけのオカネなんか
ないんだから、優先順位を決めて、必要なも
のは維持して、不要なものはなくしていくこ
とが賢明だ。つまり、“インフラのトリアー
ジ”や“コンパクトシティ”が必要だ」
例えば『朽ちるインフラ』 (根本祐二著)の論調やそれを引用するR7.2.4TBS NEWS DIG



「賢く」保全すればコストは半分！

出典：国土交通省「国土交通省所管分野における社会資本の将来の維持管理・更新費の推計〈2018年度〉」）

何も対策しなければ，
年間コストは約12兆円

2048年度予測が10.9～12.3兆円

しかし予防保全で半減し，
約6兆円

2048年度予測が5.9～6.5兆円
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